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ぼ当院開院昭和確8年から昭和綴翌年8月まで殿約臓年間をこ

発症した劇症肝廉の臨床的検討を行い芳若干殿知見を得

たので報嘗した等
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帯率7%と学食国集計に比し著しく低率であ-濃やその

理由とLて,①5沿才以上の高齢者が多か-｡たB②生存率

の低い藤急性型が多くヲ殿をこその大部分が悪性基礎疾患

を掩っていた由③劇症化診断の遅れたものが多かつたす
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症イUd-の十分な注意が必磯と考えど)れ漂二d

釦 を普迅Vキャリアか巨)の急性発症齢臨床病理
学的陵討
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詔型肝炎ウイルスキャリアからの急性発症の臨床病理

学的特徴を明らかにする目的で急性発症例鋼例を対象に,

AV蔦-首m9例を対照をこ磯崎の観討を行った&その結果魯

急性発症例の臨床症状はタA関 に比し概Lて軽く/p--親旦

錯誤だ抗体は望且例率望例で陽性を示したすま栄二予その綴
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門脈域の拡太をこ差は認められないもの取 組稚拙 首藤だ一

城周囲の炎症反応が強い特徴を着LJや3-ロッパ分隼の
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釦 高㌢-グロブリン血猛を墨した肝疾患例の
病理学的検討
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車重謹書覚弘 望結 露 を賢墨 も学∋

律j的および方法)肝疾患の車には,しぼむノぼ轟㌢-グ

ロブリン血症を伴うものがみられる,今岡,我櫓は最近

且6年間の肝生検および剖検例語浸蒔例中9首r-ダロブuン

がSか軸/'d旦最悪を望した銅例を対象に臨床病理学的検

討を行った.欄吉見)①5確例を組織学的に検討すると君猶

や小薬改築健賢司を搾った慢性肝膿(活動性)が摘例,肝

硬変が摘例と多かつたす②5嶺例や,ANA保佐はま語例

くL琵陽性は望例)で,音更罵S抗原陽性は浸0例で互いをここ藍

iZLll

なる症榔まなかつたや③T-グロプリソ分画をみるとp-

したll界傾向がみられたが,必ずしも特徴的な所属とは

言えなかっ虹 ④高㌢-グロブリン血症を伴いながら)鶴

縛腐変化が軽度の場合には髄の基礎疾患の存在の有無の

検討が必要も思われた平

ほう家族内集積を認めた原発性胆汁性肝硬変の
望家系
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原発性胆汁性肝硬変 (最下㌘嘗遷e日豊家族内発鮭や家

系内をこさまぎ窯な免疫緊常が嘉濫めに)れることから,免疫

遺伝学的獅子の開昏-が推建されているが,その報告は少

ないか奪回苧我射豊臣溝田鰐673餐横を認めた望家系を経験

したので報瞥する.換渡磯田は融液数化学,免疫ダロブ

た6第且の家系は且請謁Cの母線 姉妹例の他をこ抗平滑筋

抗体陽性且鰍 蝮朋高値1例を認め,第2の家系では
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症例数は少数のため,今後本抗原の測定例数を増やして

検討する必要があると思われるや

且u 3隼問に経験した畠だ免疫性肝疾患の検討
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肝疾患を経験した.その内訳は苧原発性胆汁性肝硬変
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望例で,㌘BCの謁例が異性である以外食倒女性であっ

酬?回,手術的望例望回,剖検慧例望回ヲ反復∠乱例)を

確認した書㌘臨Cの2例がH爵S抗体陽性を豊した他愛

鰍 関田V閑適ウイルスて-カは全て陰性であったq温習

例のうちヲ興味ある画像所見を望した評者湧Cの且例や診

断治療をこ苦渋した翔だの且胤 合併した早期胃癌の郷

の且例および薬剤をこよりL貫首榛の病魔を皇した1例をこ
ついて観賓を報告したや


